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抄

哨乳動物に低寺性の昆虫不妊剤
InsectChemosterilantswithLow Toxicity
forMammals.S.H.Chang,P.H.Terryand
A.B.Borkovec.Scz'ence,144,57-8(1964)

Triethylenephosphoramide(Tepa),Tretamine
などの aziridine(ethylenimine)誘村体が庄山の雌
に対する強ブJな不妊刑であることはすでにn)]らかにさ

れている.しかし.これらは突然変兜や揃を発生させ

ち(mutagenicandcarcinogenic)IliJ随性が考えら

れるために,不妊剤として昆虫の撲滅のために火FT]に

眺することには難点がある.突然変異をおこさせない

で,叩乳矧 こ対して毒性の少ない不妊剤を開発するこ

とは別JlIの研兜.m超である.この意味から,Tepaお

よび Tretamt'neにそれぞれ化学構造がよく似ている

hexamethylphosphoramide(HMPA)および hexa･
methylmelamine(HMM)の椛のイエバエに対する

不妊剤として試映された約1ミはそれぞれ Tablel及
び2に示す通りである.HMPAの切合ui引払では水
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terizingpropertiesofHMPA
differentmethods;ateach
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Table2･ Sterilizingactivityofhexamethyl･
melamineappliedtopicallytomalehouseflies.

Dosage TotalNo.
(〝gperfly)____- r oi一_eg

lO 140
20 130
40 256
60 192
80 203

Sterility
(%)

20 38
85
100100

桁披,点描法では0･85FLtのアセトンtft<披,経口法では

食帥 fTに出入して行われた.HMMの場合は水に不桁
であり.点揃はのみアセトン溶紋で行われた｡HMPA

の江射法の鮎Ll壬の Probit分析 による回付方程式は

y-2･7x+0.32であり,桃イエバエに対するED80は

5･42/Lgである (ED6.;卯のふ化を50,%にか成少させる

鶏弘と).臼:.別法によって求められたHMPAのイエバエ

に対する LD50は 95FLgで.LD6｡/ED50は約20とな

り,tIMPA を実用に供する場合のすぐれた点とみら

れる. また HMPA のJIIB乳掛 こ対するlTj性は LD50

2040mg/kg(rat,径Flは),1500mg/kg(domestic

rabbit,stomachtubeは)であり,不妊剤としては

Tepaの1/50の効力しかないが,このように低I-i.rl性の

点ですぐれている.HMM の=t!3性は LDB｡220mg/kg

(mice).265mg./kg(rat)でありnitrogenmustard

湖の場合の骨髄rllの細胞変化は認められぬ.(探WJ3rLfi･)

雄イエJ{工の不妊化に対する Tepa,Metepaお

よび Apt10Iateの効力

QuantitativeEffectsofTepa,Metepa,and
Apholate on Sterilization ofMaleHouse

Flies.S.C.ChangandA.B.Borkovec.I.Econ.
EntomoL..57.488-490(1964)

昆山に対する不妊剤の効力の雌かな追いを微lltの試

90

料で検定できる生物試験法を硫立することはその作用

機作や化学構造と効力の関係を知るためにも,新しい

化学不妊剤の開発のためにも必要であり.-出血の3fLB
paziridine化合物の不妊化の効力の検定が行われた.

それらの化合物の種々の澱皮の水浴紋0.855FLlを椛イ

主バエに注射しその10胴体を正常の処女雌5個体と一

光矢作下に兆はさせ.10E=F'i)の産卵数とフ化個数から

不姫率を求めた.産卵数は条件により変動するが,不

妊串は一定であった.その結果はTable1.であり,

それから求められた効力の比較が Table2.に示して

ある.ED50の比校では Tepaは Apholateの4倍,

Metepaの12.5倍の知力を示す. 回帰直線の傾斜は

TepaとMetepaは殆んど同じで,作用機構が同じで

あることを示唆し,Apholateの憤斜はTepaの約半

分で,両者の効力の差はED90では1:10以上となる.

Apholateの化学梢迫は他の二つと相当興り,分子内

のaziridine誠の数が Apholateでは6帆 Tepaで

は3個であるから,aziridine並が不妊の効力の韮が

な田子であるとしても,その多少が効ノ)とIll純に刷血

するものでないことはnj]かである. (汗山肌)

Tablel･ Dose.responsedataof tepa.aphotate,
andmetepaonmalehouse flies.Tentreated
m alesand5untreatedfemalesineachcage.
InjecteddoseNo.ofegg Total no.
(〝g/malefly) batches ofe ggs (%)

Tepa
1
5
0
5
0
0

0
0
1
2
4
5

0

Control

O.025
.050
.100
.250
.500
1.000

Control

25
50
00
00
00
00

0

1
2
4
8

Control

8 1590
3 323
8 1249
6 1375
5 631
4 659
2 56 9

Aphola t e

l 315
2 537
2 631
4 1125
1 194
2 530

2 56 9

Metepa
2 624
3 343
2 357
3 369
2 276
3 462

2 569

Sterility

9
0
9
9
0
7
0

2
8
9
5
1
8

0
2
8
8
5
8
3
0

0
0
7
0
9
9
0

0
8
1
5
3
9

0
2
2
9
9
7
9
0

2
4
9
99

1
3
4
7

1
2
6
9
9

Table2. Comparisonoftepa,apholate.and
metepaaschemosterilantstomalehouseflies.

co-p･ound ｡pEg?,BfO:Y, RMeeS;ipvaepT=tleP;y
Tepa 0.100(0.089-0.113) 13.10 100

Apbolate 0.404(0.309-0.574) 3.24 25
Metepa 1.310(1.082-1.570) 1.00 8

Valuesinparenthesesindicatelowerandupper
fiduciallimitsfor95% probability.


